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『太宰府市歴史文化基本構想』

■２つの柱
１ 市民が大事にしたい「太宰府」を調べて記録し、
その情報を広く公開し活用する。

２ 市民が大事にしたい「太宰府」を、多くの市民で共
有し、育成（保護）する。



■市民が大事にしたい「太宰府」

●宝満山が見える思い出の場所

●子どもの頃遊んだ川

●ホタルが棲む川

●40年続く団地の夏祭り

●子どもの頃放流した鯉の棲む川

●伝菅原道真侍従の墓

●四王寺山の古道

●移動図書館

●道ばたの山桜

●四王寺山の美しい眺望点

●梅を植えること

・
・
・



市民が大事にしたい「太宰府」

文化財もあれば、文化遺産もある

みんなまとめて見守りたい

文化財保存活用（管理）
計画の策定

●様々な方法で、「見守る」



歴史文化保存活用区域

■基本的な考え方

○育成（保護）される対象物（文化遺産・文化財・市民遺
産）の価値と活力（市民力）を損なわない範囲

○３つの素材を
使って、つくろうとし
ている制度を検討
してみる

●さいふまいり
●吉松を支え、吉松に支えられた人々の物語
●霊峰 宝満山









育成プラン

●市民がつくる

●市民で共有する

●市民がつながる

●市民が活かす

●市民が生きる



太宰府市歴史文化基本構想

■目指そうとしていること

○人と人との結びつきを取り戻したい

○人とモノの結びつきを取り戻したい

気持ちよく、安らげる暮らしを取り戻したい

かつて、人々が大切に引き継いできたモノ
大切にしたい「太宰府」を活かして

人を育み、まちを育み
暮らしを育む




